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　風向や動植物の移動方向のような角度データや，日毎のレストラン来客者数や月毎の観光
スポット訪問者数のような時間データのように，周期性のあるデータは円周上データとよば
れる。このようなデータを分析し，意味のある結論を導くためには，周期性のあるモデルを用
いた統計分析が必要となってくる。この際、データの発生背景を説明でき，かつ発生傾向を上
手く表現できるモデルを利用することで，矛盾のない正確な情報をデータから抜き出すこと
ができる。また，そのようなモデルを拡張し，複数の円周上データを組み合わせた超球面上
データや，円周上データと周期性のないデータを組み合わせたシリンダー上データを扱うた
めの確率モデルを用いることで多くの情報を利用した分析も可能となる。本研究では，そうし
た確率モデルの導出や、導出モデルを利用したデータ分析法や予測法に関わる研究を行って
いる。
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